
 

 

 

地域資源の保全に向けて 
農地維持支払：「地域資源の適切な保全管理のための推進活動」について 

平成２６年度に移行された多面的機能支払制度では、農

業・農村の有する多面的機能の維持発揮に向け、農村地域が

もつ地域資源の適切な保全管理が図られるよう「地域資源の

適切な保全管理のための推進活動」が位置づけられていま

す。 この推進活動は、過疎・高齢化などにより集落機能の低

下が進むなか、担い手農家への農地集積など地域の構造変化

に対応しながら、地域（活動組織）内でこれから先、誰がど

のように農地や施設を守って行くのか話し合い等を行う活動です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組織内での話し合い 

地域資源の適切な保全管理のための推進活動 

推進活動の結果を 

踏まえ将来の保全 

管理や体制について 

検討・とりまとめ 

例 1 話し合い(課題抽出) 
・耕作者が高齢な農用地の管理 

・水路等の管理の後継体制  など 

Point 

話し合いの内容は必ずメモを残しておく 

話し合いを行ったことを、活動記録に記載しておく 

例 2 非農家も含めた意見交換 
・地域住民が利用する農道、排水路などの管理 

・地域の農村環境について  など 

Point 

①の話し合いと同様、内容や活動記録の整理 

例 3 アンケート調査 
・耕作している農用地を今後どうしていくか 

・水路等をどのように引継ぎ管理していくか など 

Point 

調査結果をとりまとめ整理しておく 
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※これらの活動のうち１つ以上を毎年行う必要があります。 
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・みんなでどんな活動

を続けていくか 

・体制はどうしていく

か 



 

 

 

 

  

 

 

去る 9 月 1 日、2 日に奥出雲町で「平成 28 年度 生きもの 

調査指導者養成全国研修会 in 島根」が開催されました。研 

修会には北は新潟県、南は長崎県と遠方からの参加者があり合 

計 43 名の方が参加されました。 

1 日目の研修では、「生きもの調査 計画編」と題し地域環境 

資源センターの草光紀子上席研究員により、生きもの調査の概 

要や目的の解説がありました。その中で、繰り返し生きもの調 

査を実施することで地域の方々が自然や生き物に興味を持ち、

『この生き物がいる環境を守りたい』、『自然を生かして地域の活性化に活かしたい』と思いが生まれ

地域の活性化につながった地区の事例が紹介されました。  

次に、「生きもの調査 実践編」と題し、自然環境研究センターの斉藤秀生研究主幹により、調査の

流れ、採捕の仕方、撮影・記録方法や代表的な生きものの種同定、識別点について指導がありまし

た。カエルや魚類、水生昆虫など見た目は同じ生き物同士でもわずかな違いを見つけ識別する方法を

教えていただきました。 

2 日目の研修は、まず特別天然記念物のオオサンショウウオの生息地として保護活動を行っている

奥出雲町加食地区へ行き、オオサンショウウオの生態や保護活動の取組みについて説明がありまし

た。その際には、保存会の婦人の方々からの温かいおもてなしもありました。 

次に、場所を移動し前日に学んだことを川で実践しました。3 箇所 3 班に

分かれ各々が網を片手に川へ入り生きものを採捕しました。場所の違いにより

採捕できる種類にも違いがありました。採捕した生きものを分類、解説してい

ただき撮影をしました。最後に修了証をいただき研修会全日程を終えました。 

今後、生きもの調査をする際には、今回の研修を活かし、採補した生物の同

定によって在来生物と外来生物との区分など注意して行いたいと思います。 

 
 

奥畑環境保全組合（飯石郡飯南町）で 

「張戸ため池のブッラクバス駆除」が行われます。 

奥畑環境保全組合では「張戸ため池」にブラックバスが増え、このままでは

ため池の多様な生きものへ悪影響を及ぼすおそれがあることから、ブラックバ

ス(外来種)の捕獲、駆除を行うことになりました。 

日時：平成２８年１０月１０日（月）祝 10：00～12：00 

場所：飯石郡飯南町頓原「張戸ため池」（「道の駅とんばら」の交差点を山側へ入る。看板あり） 

主催：奥畑環境保全組合  協力：飯南町・水土里（みどり）ネット島根 

外来種の駆除に興味のある組織の方は、直接現地へお越しください。(当日は作業の出来る格好

でお願いします。)  問い合わせ先 代表 中島 090-8066-5423 副代表 石飛 090-7972-8366  

作業をされた方にはおにぎり、豚汁が振る舞われます 



 

 

除草後の法面にシバ苗を挟みこんだ二重

ネットを敷き、真砂土をかけます 

平成 28 年度各研修会を開催します。 

【機能診断・補修技術等研修会】 

  農林水産省中国四国農政局から担当講師を招いて、「機能診断・カバープランツ研修会」を下記のと

おり開催します。 

■西部会場  定員 70 名     平成２８年１１月 7 日（月）13：30～16：00 

              島根県浜田合同庁舎５階大会議室（浜田市片庭町 254）   

■東部会場  定員 80 名     平成２８年１１月８日（火）  9：30～12：00 

              雲南市加茂町ラメールふれあいホール（雲南市加茂町宇治 303）」 

 

【事務実務研修会】 

日頃の事務処理や年度末の実施状況報告書作成の参考になるよう「事務実務研修会」を下記のとお

り開催します 

■西部会場  定員 6０名       平成２８年１2 月  2 日( 金）13：３0～16：00 

島根県益田合同庁舎５階大会議室（益田市昭和町 13-1） 

■東部会場  定員１5０名     平成２８年１２月 19 日（月） 13：30～16：00 

              島根県松江合同庁舎２階講堂（松江市東津田町 1741-1） 

各研修会につきましては、同封の「研修会案内」をご覧ください。 

  今年度で、活動期間が終了される組織で、活動期間内に未だ研修会に参加されていない組織の方は

この機会に参加してください。 

 

 

 

 

 

  大田市では、「多面的機能支払制度の機能診断・補修技術等の

研修」として、６月２２日（水）に大田市長久町「稲用会場」、

大田市祖式町「飯谷会場」の２会場で「シバ二重ネット工法」に

よるカバープランツ研修会を開催しました。 

当日は３５組織、約６０名の参加があり、ネットを西日本農業

研究センター(国の研究機構)と共同開発した業者から工法等の説

明を受け、実際に稲用
いなもち

ほ場(水路法面)、飯谷ほ場（畦畔法面）の

現地で施工実習を行いました。 

この工法は、シバ苗を挟みこんだ二重ネットを用いることによ

り、急斜度の畦畔法面においても容易に芝生畦畔が造成でき、農

地や農道、水路等の法面の除草管理の省力化につながります。 

  研修を終えられた組織の方からは、「急傾斜の法面に試そうと思う」、「二重ネットを施工する前の除

草が成功のポイントかなぁ」と言った声も聞かれました。 



 

 

～多面的機能支払交付金に関することは～ 

◆島根県農地・水・環境保全協議会 

〔事務局〕水土里ネット島根 

  Tel 0852-32-4141 Fax 0852-24-0848 

http://www.nouchimizu-shimane.jp 

◆島根県農林水産部農村整備課資源保全スタッフ     Tel 0852-22-6262 

http://www.pref.shimane.lg.jp/industry/norin/nougyo/kojo_taisaku/ 

◆又は最寄りの各市町村担当課までお問合わせ下さい。 

農林水産省から多面的機能支払メールマガジン「農村保全ふるさと通信」が配信 

全国各地から寄せられた事例紹介、研修案内など皆さんに役立つ情報が満載です。 

受信を希望される方は、農林水産省のホームページから新規登録してください。 

農村振興局公式 Facebook が 7 月 22 日に開設 

Facebook を利用されている方は、ご覧ください。 

★１０月・１１月の予定★ 

１０月１２日(水)・１３日(木) 中国四国農政局抽出検査(雲南市) 

１１月７日(月)・８日(火) 平成２８年度機能診断・カバープランツ研修会(浜田市・松江市) 

１１月２１日(月) 中国四国農政局抽出検査(川本町) 

１１月２２日(火) 中国四国農政局抽出検査(美郷町) 

 

 

 

 

 

私たち吉佐環境保全組合は、島根県の東の玄関口に位置し、鳥取県との 

県境を挟み、米子市の市街地に隣接した主に兼業農家の集落です。近年、 

山陰道の開通や、道の駅「あらエッサ」の開業により、昔の農村集落のイメー 

ジは無くなって来つつあります。 

 私たちは約１０年間「地域の環境美化活動」の一環として町内の入り口に 

「花壇」を作り、年２回の植栽を行ってきました。諸事情により今年度からは 

場所を公民館前に移し「花壇+コスモス畑」を作ることになりました。 

６月末には地域のご婦人たちのボランティアの会「コスモスの会」により、 

新しい花壇にマリーゴールドなどの花が植えられ、秋にはコスモスの花畑 

が見られることを皆さん楽しみにしています。 

 
 

 
～担当者の声～ 

今年も稲刈りをされる風景を見かける季節になりました。収穫が終わるまで、気苦労が絶えないと思いま

す。更に体育祭、文化祭などのイベントもこれから多くあると思いますが、こまめな休憩や水分補給を忘れず

に、体調管理にお気をつけください。 

実り多き秋になりますように・・・（協議会Ｉ） 

ご婦人たちで新しい花壇づくり 

吉佐環境保全組合 (安来市) 

市山環境保全会（江津市） 

花壇+コスモス畑 

子供たちも 

プランターへ植栽 

花壇づくりお疲れ様でし

た。この花壇が皆さんの憩

い場になりますように 


